
瀧澤幸男氏　瑞宝単光章を授与
平成２０年秋の叙勲（瀬棚区）

　元檜山広域行政組合瀬棚町消防団副団長の瀧澤
幸男氏に瑞宝単光章が授与されました。瀧澤氏
は、昭和３４年から４５年間の永きにわたり消防団員
として、地域住民の生命財産を守り、消防団組織
の充実強化や火災予防の普及に努めるなど、地域
防災活動に大きく貢献された功績が認められ、今
回の受章となりました。

防犯栄誉銅章を受賞！

　このたび、大成区太田の長坂恒利さんが財団法
人全国防犯協会連合会より「防犯栄誉銅章」を受
賞しました。
　長坂さんは祭典時や年末警戒一斉巡回指導での
防犯パトロールなど地域の防犯活動に積極的に参
加し、常に地域に根ざした活動の指導者として、
長年にわたり犯罪のない明るく住みよいまちづく
りのために貢献された功績が認められ、今回の受
賞となりました。

故　柴崎庄次郎氏　特旨叙位を授与

　元瀬棚町議会副議長の故 柴崎庄次郎氏に特旨叙
位として「正六位」が授与されました。柴崎氏は、
昭和２２年に瀬棚町議会に初当選されて以来、昭和
６３年まで連続１１期４１年間の永きにわたる在職期間
中、副議長をはじめ、産業土木常任委員会委員長
など要職を歴任され、地方自治に大きく貢献され
た功績が認められ、今回の受章となりました。
　また、柴崎氏は、調停委員としても多大な成果
をあげられ、昭和６０年に勲五等双光旭日章を受章
されています。

総務大臣表彰受賞！
大成区都　西村スミ子さん（大成区）

　10月15日（水）、東京都虎ノ門パストラルにおい
て大成区の西村スミ子さんが「総務大臣表彰」を
受賞されました。
　西村さんは平成3年から行政相談委員の委嘱を
うけ、人口の少ないこの地区で多くの相談を取扱
い、その内容においても多岐にわたり、改善効果
顕著な事例もあります。また、これまでに北海道
管区行政監察局長感謝状、北海道管区行政評価局
長表彰を受賞されており、現在は函館行政相談委
員協議会理事を務め、檜山地区の行政相談委員の
リーダーとしても活躍するなど、多大な功績が認
められ今回の受賞となりました。

大成区太田　長坂恒利さん（大成区）

地方自治に大きく貢献された功績が認められ（瀬棚区）
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「博愛号」が大成区に配置されました10/20

日本赤十字社北海道支部より（大成区）

手づくりマスコットを贈り続けて２１年

子供たちの交通安全を願って（瀬棚区）

　瀬棚区の紺谷春子さんは、町内各小学校の新１年
生へ手づくりのマスコットを贈り続けて、今年で２１
年目になります。最初は、お孫さんが１年生になっ
た時に「元気で、気をつけて学校へ行ってね…」とい
う願いを込めてつくったことから始まったそうです。
　他にも手づくりのお手玉やぞうきんを保育所や老
人ホームなどの施設に寄贈している紺谷さんは「これ
もお父さんのおかげ、支えがあるからやってこれ
た。」と優しく語ってくれました。
　紺谷さんは、とても手先が器用でじゅうたんづく
りなどにも挑戦しています。

納税功労者として表彰されました 11/7

北海道社会貢献賞（納税功労者）など（北檜山区）

　北檜山区の本村納税貯蓄組合（大関幸雄組合長・
組合員37名）が北海道社会貢献賞（納税功労者）
を、北檜山区の佐々木秀雄さんと冷水納税貯蓄組
合（北條隆夫組合長・組合員16名）が納税功労者
檜山支庁長表彰を受賞し、11月7日（金）、町長室
において檜山支庁税務課長から賞状が手渡されま
した。受賞された皆さんは、納期内納入の推進に
取り組み、地域の納税思想の普及高揚を図るため
活発な活動を展開し、現在までの永きにわたり納
期内納入100％を継続し道民の納税意識啓発に功
績があったことなどの功績が認められて今回の表
彰となりました。

難しいぶどうの栽培に成功      

美味しさと真心に感動（北檜山区）

　北檜山区愛知の安藤さんが栽培しているぶどう
の美味しさにファンの輪が広がっています。ぶど
う栽培を始めたのは、農家仲間の笹井さんが栽培
した伊豆錦（いずにしき）の味に感動したのがきっ
かけ。平成１１年から笹井さんに習いながらぶどう
栽培を始めました。現在では町内で一番の規模と
なり、道南でもここにしかない難しい品種なども
手がけています。一房づつ、一粒づつその成長段
階にあわせた手入れを毎日施している安藤さん
は、｢土や水にもこだわって無農薬にしているので
手間暇がかかりますが、とにかく好きだから。｣と
語ります。現在は、親類知人を通じて販売をして
おり、美味しさと感動を届けています。

　日本赤十字北海道支部では災害救援車「博愛号」
の無償配置が道内の15市町村で決定され、その内
1台が大成区に配置されることになり、10月20日
（月）、札幌で引渡し式が行われました。
　この救援車は災害や事故、救護活動また赤十字
事業において使用するものであり、町の福祉行政
のために有効に活用されることとなります。
　また、この救援車は道民からの貴重な社費が財
源となっておりますので、今後とも町民皆様の赤
十字事業への御協力をお願いいたします。
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